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ROLES OF NATURAL LEVEES ON THE ARA RIVER ALLUVIAL FAN
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For the comprehensive flood control measures for alluvial fans, it is required to understand the effects
of natural levees and micro-topography on reducing flood damages. We investigate the role of natural
levees in the flood control measures for the alluvial fan of the Ara River by mapping historical

community development and using the hazard maps.

As a result, it is clarified that many communities have been developed on natural levees, and that
natural levees are resistant to spreading of flood waters. The above indicates the significance of
researches on natural levees and micro-topography as control measures on alluvial fans.
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	荒川扇状地では古くから人々の暮らしの痕跡が残っており，最も古いもので旧石器時代後期の遺跡が発見されている．本研究では旧石器時代から縄文・弥生・奈良平安時代までの集落の遺跡を，地形分類された地図上にプロットした． 図-4～図-8は，埼玉県埋蔵文化財調査報告書による埼玉県熊谷市内の遺跡の位置9),10)と，深谷市ホームページにより公表されている深谷市内の遺跡11)の位置を，地形として自然堤防が分けられている地形分類図上に示し，比較したものである．
	まず，図-4と図-5より，旧石器時代と縄文時代を比較する．旧石器時代の遺跡は荒川扇状地の上ではなく，すべて洪積世に堆積した旧扇状地，すなわち台地の上に存在している．また，扇状地が形成されたのちの時代である縄文時代では，集落は台地の上にあるか，もしくは自然堤防上で発掘されている．旧石器時代と縄文時代の集落の違いとして，非定住と定住の生活様式であったことが関係してくると考えられる．
	４．自然堤防と明治時代の集落の関係
	図-14は，迅速測図に見られる明治17年頃の扇状地周辺の土地利用を示している．図中の黒い実線の内部が荒川扇状地である．この図から，扇状地内では水田と畑が斑模様に混在しているのが分かる．これらは，治水地形分類図における自然堤防の位置と良く一致する．
	また，移行帯と呼ばれる扇状地の扇端が凹凸形状をなしている区間より東側では，水田の割合が多くなり，水田の分布が斑模様から一様的に変化している．水田の割合の変化は，移行帯周辺の水路にも顕著に表れる．図-15を見ると、移行帯を境に水路の密度が高くなっている．現在の荒川扇状地14)においても，水路の数は明治時代に比べて減ってはいるものの，移行帯を境に密度が高くなっているのが見られる．このことから，扇状地上の自然堤防の分布や形状が，その土地の農業形態に深く関わっていることが分かる．
	６．結論
	本研究では，埼玉県熊谷市に広がる荒川扇状地において，扇状地内に存在する自然堤防と人々および集落との関係について地形分類図や実地調査，また既往の調査研究論文などにより検討を行った．主要な結論を示す．
	（１）荒川扇状地内において，集落の遺跡は自然堤防上に多く存在していることが分かった．しかし，沖積地のすべての遺跡が自然堤防上で発掘されていたわけではなく，また，すべての自然堤防で遺跡が発掘されていたわけでもない．自然堤防と集落がどのような関係にあるか，さらなる研究が必要である．
	（２）明治時代に作成された迅速測図における集落と自然堤防の位置はほぼ一致する．土地利用についても自然堤防と自然堤防でない土地とでは違いが明確である．河川が形成する微地形が農業の形態に与える効果は大きい．
	（３）浸水想定区域図のような大水害を想定した場合，自然堤防が果たす治水的役割は十分考えられる．自然堤防は自然堤防上を通過する道路と一体的に柔軟に集落の被害を抑える機能を有し，また，堤防や人工の盛土より高さや規模が小さいため，氾濫水による貯留や越流が周囲に与える影響は小さく，適切に利用すれば治水的に有効な手段となり得る可能性を示した．治水効果を発揮する自然堤防の指標として，集落の遺跡が発掘されているという事実は重要である．
	本文では，荒川扇状地内において，人々の暮らしが，洪水の氾濫作用によって作り出された自然堤防と深く関わっていることが示された．今後，自然堤防の治水に与える今日的役割についてさらに調べていく予定である．
	謝辞
	本文を作成するにあたり，資料の一部を国土交通省荒川上流河川事務所より提供頂いた．記して謝意を表する．
	参考文献
	1) 斉藤享治：日本の扇状地，古今書院，1988.
	2) 高橋保，吉田等：土石流の停止・堆積機構に関する研究(1)-勾配の急変による堆積，京都大学防災研究所年報, 第22号，p315-329，1979.
	3) 石田 武，長田真宏，吉崎秀隆，田村俊和，菊地隆男，門村 浩，高村弘毅：荒川中流域の洪水と河床変動，  http://www.geo.ris.ac.jp/~orc/happyou/pdf/P3-01.pdf（参照2010/09/24）
	4) 早乙女尊宣，栗下勝臣，石田 武，門村 浩，高村弘毅：荒川扇状地の微地形と地盤構造，2005年度ORC報告書
	5) 籠瀬良明：自然堤防-河岸平野の事例研究-，古今書院，1975.
	6) 大矢雅彦，高山一，久保純子：荒川流域地形分類図，建設省荒川上流工事事務所（現 国土交通省荒川上流河川事務所），1996.
	7) 栗田竹雄：荒川中流の洪水について，秩父自然科学博物館研究報告9，秩父自然科学博物館，1959
	8) 立正大学：荒川扇状地地盤データベース，http://www.geo.ris.ac.jp/~orc/geodb/db/ICHIZU-081122.htm（参照：2010/09/30）
	9) 埼玉県熊谷市籠原裏遺跡調査会：熊谷市籠原裏遺跡調査会埋蔵文化財調査報告書，籠原裏遺跡籠原裏古墳群第１１号墳，2009.
	10) 埼玉県熊谷市教育委員会：埼玉県熊谷市埋蔵文化財調査報告書　第３集，前中西遺跡Ⅳ，2009.
	11) 深谷市：遺跡データベース，http://www.city.fukaya.saitama.jp/kawamoto_bunkazai/iseki_database.html（参照：2010/9/30）
	12) 国土地理院：治水地形分類図の閲覧，http://www.gsi.go.jp/geowww/themap/1cmfc/index.html(参照2010/9/30)
	13) 農業環境技術研究所：歴史的農業環境閲覧システム，http://habs.dc.affrc.go.jp/index.html(参照：2010/9/30)
	14) 国土地理院：地図閲覧サービス（ウォッちず)，http://watchizu.gsi.go.jp/（参照：2010/09/30）
	15) 国土交通省荒川上流河川事務所：荒川水系浸水想定区域図，http://www.ktr.mlit.go.jp/arajo/bousai/shinsui/index.htm（参照：2010/09/30）
	16) 国土交通省利根川上流河川事務所：利根川水系 利根川・広瀬川・早川・小山川浸水想定区域図，http://www.ktr.mlit.go.jp/tonejo/saigai/sinsuisoutei/tonegawa_zentai.pdf（参照：2010/09/30）
	17) 河川審議会計画部会：流域での対応を含む効果的な治水の在り方　中間答申，国土交通省，2000.

	header673: 土木学会論文集B1(水工学）Vol.67, No.4, I_673-I_678, 2011.
	NextPage673: I_673
	NextPage674: I_674
	NextPage675: I_675
	NextPage676: I_676
	NextPage677: I_677
	NextPage678: I_678


